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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第86期

第１四半期
連結累計期間

第87期
第１四半期
連結累計期間

第86期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 5,549,294 5,648,689 23,529,079

経常利益 (千円) 219,565 293,592 1,330,303

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 190,051 256,455 1,080,934

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △74,189 325,486 2,183,422

純資産額 (千円) 15,710,795 18,158,830 17,902,914

総資産額 (千円) 24,049,722 26,775,912 26,535,199

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 13.06 17.62 74.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 63.4 66.0 65.6
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

 

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策による円安基調を背景として、輸出関連企業

を中心に収益改善が見られる一方、輸入原材料価格の上昇などのマイナス面もあり、先行きは依然として不透明な

状況が続いております。世界経済におきましては、好調な米国とは対照的に、ギリシャの債務問題が再燃する欧

州、景気の減速が顕著な中国、という状況が続いております。

当社グループの主要取引先であります自動車業界は、低燃費の小型車が売れ行きの中心になってはいますが、販

売台数は減少傾向が続く国内に対し、海外、特に北米市場が好調に推移いたしました。産業機械部品につきまして

は、海外向けのロボット部品が堅調に推移しております。

この様な環境の下、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は56億48百万円（前年同期比1.7%

増加）、営業利益は１億12百万円（前年同期比3.5%減少）、経常利益は２億93百万円（前年同期比33.7%増加）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は２億56百万円（前年同期比34.9%増加）となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 可鍛事業

当セグメントにおきましては、国内自動車市場が縮小する中、海外において引き続き好調な北米市場、また、

欧州や中国など海外向けの産業用ロボット部品が好調に推移いたしました結果、当社グループでは、売上高は54

億49百万円（前年同期比1.8%増加）、セグメント利益（営業利益）は３億33百万円（前年同期比0.9%増加）とな

りました。

② 金属家具事業

当セグメントにおきましては、拡販活動に努めてまいりましたが、家具市場が例年以上に冷え込んだことや、

円安の影響が大きく、当社グループでは売上高は１億99百万円（前年同期比0.9%減少）、セグメント損失（営業

損失）は10百万円（前年同期はセグメント損失２百万円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の総資産は267億75百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億40百万円増加いたし

ました。主な要因は、現金及び預金が減少しましたが、その他（繰延税金資産など）の増加などにより流動資産が

11百万円増加したこと、また機械装置及び運搬具が減少しましたが、その他（建設仮勘定など）及び関係会社出資

金の増加などにより固定資産が２億29百万円増加したことによるものであります。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ15百万円減少し、86億17百万円となりました。主な要因は、賞与引当金が

減少しましたが、その他（未払費用など）の増加などにより流動負債が52百万円増加し、長期借入金の減少などに

より固定負債が67百万円減少したことによるものであります。

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ２億55百万円増加し、181億58百万円となりました。主な要因は、利益

剰余金の増加などによるものであります。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は７百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年８月６日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 15,400,000 15,400,000
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株
であります。

計 15,400,000 15,400,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

― 15,400,000 ― 1,036,000 ─ 435,439
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ― ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式   851,200

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,543,300 145,433 ─

単元未満株式 普通株式     5,500 ― ─

発行済株式総数 15,400,000 ― ―

総株主の議決権 ― 145,433 ―
 

(注) 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  平成27年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
中央可鍛工業株式会社

名古屋市中川区
富川町三丁目１番地の１

851,200 ─ 851,200 5.52

計 ― 851,200 ─ 851,200 5.52
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,770,304 2,654,306

  受取手形及び売掛金 4,891,596 4,915,059

  電子記録債権 457,978 458,769

  有価証券 483,164 483,229

  商品及び製品 723,036 757,019

  仕掛品 474,774 463,875

  原材料及び貯蔵品 466,194 481,180

  その他 329,296 393,999

  流動資産合計 10,596,345 10,607,439

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,097,783 2,098,559

   機械装置及び運搬具（純額） 5,485,642 5,301,495

   工具、器具及び備品（純額） 510,027 512,303

   その他（純額） 1,763,475 1,946,176

   有形固定資産合計 9,856,929 9,858,534

  無形固定資産   

   その他 299,401 314,959

   無形固定資産合計 299,401 314,959

  投資その他の資産   

   関係会社出資金 2,565,028 2,706,832

   その他 3,285,546 3,291,345

   貸倒引当金 △68,051 △3,200

   投資その他の資産合計 5,782,523 5,994,978

  固定資産合計 15,938,854 16,168,473

 資産合計 26,535,199 26,775,912
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,767,456 3,685,268

  短期借入金 173,250 135,520

  1年内返済予定の長期借入金 360,390 341,140

  未払法人税等 62,715 110,151

  賞与引当金 275,495 67,481

  その他 1,408,135 1,760,085

  流動負債合計 6,047,443 6,099,647

 固定負債   

  長期借入金 983,120 897,835

  役員退職慰労引当金 118,015 111,493

  環境対策引当金 38,383 44,092

  退職給付に係る負債 74,511 70,925

  その他 1,370,811 1,393,087

  固定負債合計 2,584,842 2,517,434

 負債合計 8,632,285 8,617,081

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,036,000 1,036,000

  資本剰余金 574,392 574,392

  利益剰余金 12,807,319 12,998,305

  自己株式 △282,710 △282,710

  株主資本合計 14,135,001 14,325,987

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 920,091 967,710

  為替換算調整勘定 1,990,009 2,032,984

  退職給付に係る調整累計額 376,923 357,445

  その他の包括利益累計額合計 3,287,025 3,358,140

 非支配株主持分 480,887 474,702

 純資産合計 17,902,914 18,158,830

負債純資産合計 26,535,199 26,775,912
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 5,549,294 5,648,689

売上原価 4,914,647 5,036,909

売上総利益 634,646 611,779

販売費及び一般管理費 518,190 499,463

営業利益 116,456 112,316

営業外収益   

 受取利息 628 3,061

 受取配当金 20,717 24,234

 持分法による投資利益 117,112 127,340

 その他 26,556 31,551

 営業外収益合計 165,015 186,187

営業外費用   

 支払利息 5,697 4,903

 為替差損 47,481 －

 その他 8,727 7

 営業外費用合計 61,906 4,911

経常利益 219,565 293,592

特別損失   

 固定資産除却損 1,626 574

 特別損失合計 1,626 574

税金等調整前四半期純利益 217,938 293,018

法人税、住民税及び事業税 107,663 104,140

法人税等調整額 △76,753 △65,226

法人税等合計 30,910 38,913

四半期純利益 187,028 254,105

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,022 △2,349

親会社株主に帰属する四半期純利益 190,051 256,455
 

EDINET提出書類

中央可鍛工業株式会社(E01284)

四半期報告書

10/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 187,028 254,105

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 19,096 47,884

 為替換算調整勘定 △166,537 28,317

 退職給付に係る調整額 △12,781 △19,478

 持分法適用会社に対する持分相当額 △100,994 14,657

 その他の包括利益合計 △261,217 71,381

四半期包括利益 △74,189 325,486

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △71,185 327,570

 非支配株主に係る四半期包括利益 △3,004 △2,083
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【注記事項】
 

 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

 

　１ 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

みづほ金属工業(株) 70,000千円 みづほ金属工業(株) 70,000千円
 

 

　　２ 当座貸越契約及びコミットメントライン

当社グループは、運転資金の効率的な調達を目的として、９取引金融機関と当座貸越契約及びコミットメントラ

イン契約を締結しております。これらの契約に基づく当四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであ

ります。

 

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

当座貸越極度額及び
コミットメントライン契約の総額

4,850,000千円 4,850,000千円

借入実行残高 ─ ─

差引額 4,850,000 4,850,000
 

 

　　３ 財務制限条項等

コミットメントライン契約には、「借入人は各事業年度末日における連結貸借対照表における純資産の部の合計

金額を直近の事業年度末日における連結貸借対照表における純資産の部の合計金額の75％以上を維持する」旨の財

務制限条項が付されております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

減価償却費 331,767 千円 385,237千円
 

 

(株主資本等関係)

 

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 72,745 5 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 65,469 4.5 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２可鍛事業 金属家具事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 5,348,087 201,206 5,549,294 ― 5,549,294

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,348,087 201,206 5,549,294 ― 5,549,294

セグメント利益又は損失(△) 330,631 △2,606 328,024 △211,568 116,456
 

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額△211,568千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用で

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２可鍛事業 金属家具事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 5,449,369 199,319 5,648,689 ― 5,648,689

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,449,369 199,319 5,648,689 ― 5,648,689

セグメント利益又は損失(△) 333,686 △10,171 323,515 △211,198 112,316
 

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額△211,198千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用で

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 13円06銭 17円62銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 190,051 256,455

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

190,051 256,455

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,548 14,548
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成27年８月５日
 

中央可鍛工業株式会社

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人　トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   原   田   誠   司   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   孫　 　 　 延   生   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中央可鍛工業株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から

平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中央可鍛工業株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

中央可鍛工業株式会社(E01284)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

